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 現在、「インプラント治療」が認知され、インターネットの普及で更に身近になりました。

インプラントを行う歯科医院が激増した反面、1件当たりの症例数が減り、年間 20件の手
術を行う医院が全体の 10％もありません。 
 
 クリニックを選ぶ際に「年間症例数 100症例以上」・「経験年数 10年」・「成功率 98－100%」 
が安心できる基準ではないかと思います。遠慮なく担当医に実績等をお聞きするべきでし

ょう。また複数の医院に相談して比較するのも良いでしょう。さらに歯科医師の人柄や相

性、病院の雰囲気・設備なども大切な選択基準です。安心して任せられるかどうかも判断

基準です。 
我々は「より安全で，確実に」がコンセプトです。大事なお体の一部に治療するので安全

で当然です。そのために他医院よりも期間をいただく場合や、より複雑な精密検査を行う

場合もあります。手術の際、複数の歯科医で行うなどの取り組みを行っており、もちろん

今まで事故はありません。 
 
その次に「通院しやすさ・費用」だと思います。治療費 1 本２５－６０万円と差が大きい
です。種類によりコストが 2倍以上変わります。「安い＝悪い」でないですが、我々は大切
なお体に手術するものですから製造会社の実績や選別に妥協をしません。また完全滅菌す

ることで数回使える器具等も使い捨てたりしてコスト削減より安全を追求しております。3
年前は皆無だった非常に安いクリニック等は、年間症例数がともなうので症例の少ないク

リニックより良いと思います。ただし安価と広告にて急増させているため 5 年以上経過症
例数の比重が非常に低いケースのクリニックが多数です。今後数年、トラブルがなければ

価格の新基準になるでしょう。 
 
 また、症例により難易度が存在します。我々は、体調等の影響で行わないケースはあり

ますが技術的にお断りするケースは今までありません。クリニックによって「完了」「成功」

の基準も違います。いかに患者さんの希望通り審美的に回復できるかもクリニックによっ



て大きく異なるでしょう。ですから選択の際には最終完成がどうなるのかを詳しく説明し

てもらうと良いでしょう。 
一般的に「難しい」と言われる治療も「手術が完了する」のでなく、いかに患者さんの満

足が得られるように治せるかが今後の治療水準の基準になると思います。最終完成の技術

評価については確立されていないのが現状ですので、今後そういった評価ができるような

システムができるのであれば更に選択しやすくなるでしょう。 
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